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＊肘踊要旨
Sonja ARNTZEN氏は、四迷が音調を重視するのは学生時代に学んだロシア語・ロシア文学の授業
も関連があるのではないか、と指摘し、発表者は、四迷自身「余が翻訳の標準」においてロシア語教
師の朗読に影響を受けていることを述べている、しかしこれは彼だけのことではなく、同時代に広く
見られた現象なのではないか、と述べた。
Scott SPEARS氏は、それに関連して、四迷の主張はエズラ・パウンドの『詩歌入門jによく似て
いることを指摘した上で、江戸時代から引き続き行われていた漢文の会読も影響を与えているのでは
ないか、と質問し、発表者は、当時の知識人にとって漢学は必須の教養であり、漢文の素読のリズム
感が当時の日本文の朗読につながっていただろう、と答えた。
Noriko THUNMAN氏は、翻訳に関する最新の研究成果（文化的背景を読みとる、など）を適用し
て今後研究を進めるのか、と質問し、発表者は、翻訳意識の変化という点が今の興味の中心である、
と答えた。
潟沼潤氏は、文学の本質とは何かという、文学に対する見方と翻訳の方法とは関係するのか、観訳
の理論と実践との義雄はないのか、と質問し、発表者は文章における美を訳すという考えが文学の翻
訳を翻訳一般から特権化した、そこで行われた様々な工夫は高田早苗らの「翻訳不可能論」への対抗
であった、四迷や思軒はそのような理論を実践しようと努力していただろう、と答えた。中島国彦氏
（座長）は、このような時代金体の大きなうねりをおさえた上で、今後は個々の作家についての検討
を行うことにより、その答えが得られるだろう、とまとめた。
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